
現在

１ 目的

２ 主催・共催・後援・協賛
〈主催〉奈良県教育委員会、奈良県科学教育振興委員会、読売新聞社

〈共催〉全日本科学教育振興委員会、科学技術振興機構

〈後援〉内閣府、文部科学省、環境省、特許庁（以上、申請中）

〈協賛〉旭化成

３ 募 集
(１)受付日時（予定）

令和８年(2026年)９月24～30日の平日（★予定）

各日とも原則午前１0時～午後５時に、下記受け付け場所に搬入すること。

(２)受付場所

読売新聞奈良支局

〒630･8227 奈良市林小路町８－１ニッセイ奈良若草ビル３階（※2024年５月に移転しました）

４ 応募資格

５ 応募規定

（４）   破損、腐敗のおそれのあるものや危険物は受け付けない。

６ 出品の方法

（２）   「中学校」「高等学校、中等教育学校後期課程及び特別支援学校高等部」の部門については、ポスター

は不可とする。

第70回日本学生科学賞・奈良県審査実施要項
2026年5月1日

小学校、中学校、義務教育学校、高等学校、中等教育学校及び特別支援学校における理科教育の振興を図ると

ともに、児童生徒の自然に対する興味・関心及び科学的探究心を高めることを目的とする。

奈良県内の小学校、中学校、義務教育学校、高等学校、中等教育学校及び特別支援学校に在籍する児童生徒。

高等専門学校、定時制高校の生徒は 3 年生まで。

（１）   理科の学習に基礎をおく調査研究の記録（小学校）。個人もしくは生徒が共同で行った中学校・高等学

校理科・科学の研究作品。単なる技術的工作並びに模型及び模倣的な作品を除く。また物理、化学、生物、地

学、広領域、情報・技術、応用数学の7分野のうち、「情報・技術、応用数学」は地方審査を行わないため、応

募方法が異なる。詳細は日本学生科学賞ホームページ（https://event.yomiuri.co.jp/jssa/）で確認すること。

（３）   応募件数は、個人研究、共同研究とも１人・１グループにつき１件とする。出品物の点数や重さの制限

はないが、輸送や保管しやすいものにすること。

（１）   個人研究、共同研究のいずれの場合も、学校もしくは個人で出品すること。個人で出品の場合も、受賞

などの連絡は学校を通じて行う。

（２）   品物には、別紙様式による出品票（応募票、別紙１）を付けること。共同研究の場合は団体名と実際に

研究に参加した全員の氏名及びふりがなを明記すること。

（３）   各学校は、作品名、氏名、ふりがな及び学年を記入した出品物一覧表（別紙２）を別紙様式にて作成

し、下記・読売新聞奈良支局に電子データにて提出すること。



読売新聞奈良支局メール nara@yomiuri.com

 奈良県義務教育課のホームページ  https://www.pref.nara.jp/66569.htm

７ 搬 出（予定）

(２)     場所 読売新聞奈良支局（奈良市林小路町８－１ニッセイ奈良若草ビル３階）

８ 審査及び表彰

(２)     表彰式（予定）

日時 令和８年11月24日（火）

場所 ホテルリガーレ春日野（奈良市奈良市法蓮町757-2）

入賞者には学校を通じて、表彰式の案内を令和８年10月末頃に通知する予定。

９ 中央審査及び表彰

10 その他
読売新聞奈良支局に駐車場はありません。公共交通機関か周辺有料駐車場を利用ください。

問い合わせ先＝読売新聞奈良支局内「日本学生科学賞係」（TEL0742－22－2001）

以上

※小学校、義務教育学校前期課程及び特別支援学校小学部は、低学年・中学年・高学年別に、中学校、義務教

育学校後期課程、高等学校、中等教育学校、特別支援学校中学部及び高等部は、物理・化学・生物・地学の領

域別に一覧表を作成すること。

※応募票、出品物一覧表は後日、「先生応援サイト」のほか、奈良県義務教育課のホームページにある「各種

ダウンロード」の「日本学生科学賞奈良県審査」にアップする予定。

(１)     受付日時 令和８年の審査後、10月中旬以降（★予定）、１週間程度以内に、読売新聞奈良支局から搬出

する。受け付けは原則平日の午前１0時～午後５時。

(１)     審査委員会を設けて審査を行い、「小学校、義務教育学校前期課程及び特別支援学校小学部」「中学校、

義務教育学校後期課程、中等教育学校前期課程及び特別支援学校中学部」「高等学校、中等教育学校後期課程

及び特別支援学校高等部」の３部門にそれぞれ最優秀賞、優秀賞及び佳作を選び表彰する。また、優秀な作品

を多数出品した学校に学校賞を贈る。

（１）   小学校、義務教育学校前期課程及び特別支援学校小学部の優秀作品は全国児童才能開発コンテストへの

推薦作品とする。また、中学校、義務教育学校後期課程、中等教育学校前期課程及び特別支援学校中学部から

原則として３点、高等学校、中等教育学校後期課程及び特別支援学校高等部から原則として３点の優秀作品

を、11 月 21、22日に開催される中央予備審査に推薦する。

（２）   中央審査では、内閣総理大臣賞などの入賞作品が選定される。また、中学３年生・高校生の入賞者の中

から、代表者が米国で開催される国際学生科学技術フェアに派遣される。


